
(1） 第164 号 広 報 あ か い け 昭和51年9月1日 

一1ら‘幸，  ． 合 、
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発行所 赤池町役場 編集 総務課文書広報係 貧（代表）2004 
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町 の 人 口 

(51年7月末日現在） 

人 口 9, 263人 （増2) 

男 4, 411人 （増2 ) 

女 4, 852人 （ 0〕 

世帯数 2, 866世帯（ 0 ) 
‘、．・一’・．．・”・，．い、．J ’・“・ー％,．”ー．‘・”．. 

出生 13人 転入 28人 

死亡 7人 転出 32人 

( ）内は前月との増減 

＜上野橋架設工事中現場より＞ 

、上野橋架替工事 

第二次工事着工 さ れ る、 

工期（昭和51年5月11日～昭和52年3月31日） 

～・’‘，~ー・．..'～・”・．~、”，へ~‘‘・，．へ．."‘~‘・．．‘へい’’・~‘”い～へ．・”・．~‘・“・一、．・‘‘・，~・‘．へ一“・，．~～''‘、ノ‘・‘．．へI''‘・一~’．.，へー‘・”‘、．’”・ノ・ー・‘~'"I．ノー，. 
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A 164号 

和
名
 
長
月
（
な
が
つ
き
）
 

夜
長
月
を
つ
め
た
も
の
 

⑨
ー
日
（
水
）
 

防
災
の
日
 
二
百
十
日
 

ガ
ソ
制
圧
月
間
 
二
学
 

期
始
ま
る
 

@
8

日
（
水
）
 

十
五
夜
 

回
 15 

日
（
水
）
 

敬
老
の
日
 
老
人
福
祉
 

週
間
 

⑥
 17 

日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
 

⑥
 19 

日
（
日
）
 

四
保
育
所
合
同
「
保
育
 

の
つ
ど
い
」
 

⑥
 20 

日
（
月
）
 

彼
岸
入
り
 
航
空
の
日
 

@
 23 

日
（
木
〕
 

⑥
 24 

日
（
金
〕
 

@
 26 

日
（
日
）
 

動
物
愛
護
週
間
 

秋
分
の
日
 

結
核
予
防
週
間
 

彼
岸
明
け
 

▽
我
身
つ
ね
っ
て
人
の
痛
さ
を
知
れ
△
 

1 



(3） 第164 号 広 報 あ い け 昭和51年9月:1-日 （2) か
 

あ
 

報
 

第164号 

昭

和

五

十

一

年

度

の

 

上

野

橋

架

設

工

事

（

第

ニ

次

 

工
事
）
着
工
さ
れ
る
ノ
・
 

す
で
に
五
十
年
度
で
一
部
工
事
に
着
 

手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
第
二
次
 

エ
事
が
五
十
一
年
度
で
総
額
七
千
二
百
 

万
円
を
か
け
て
、
五
月
十
一
日
よ
り
着
 

工
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
事
業
は
延
長
二
一
七
・
四
メ
ー
 

ト
ル
、
幅
員
七
・
五
メ
ー
ト
ル
の
橋
で
 

あ
り
、
昭
和
五
十
三
年
度
ま
で
に
完
成
 

さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

〔
工
事
費
内
訳
〕
 

昭
和
五
十
年
度
 

一
千
二
百
万
円
．
 

（
着
工
済
）
 

昭
和
五
十
一
年
度
 
七
千
二
百
万
円
 

（
着
工
中
）
 

昭
和
五
十
二
年
度
 
九
千
九
百
万
円
 

（
予
定
）
 

昭
和
五
十
三
年
度
 
七
千
八
百
万
円
 

（
予
定
）
 

地

方

交

付

税

 

地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税
の
 

算
定
は
、
主
と
し
て
人
ロ
を
基
準
と
し
 

て
算
定
さ
れ
て
い
る
。
人
ロ
が
一
人
増
 

す
ご
と
に
交
付
税
額
が
二
万
円
強
、
増
 

額
さ
れ
る
の
で
，
 
一
般
財
源
を
増
加
さ
 

せ
る
た
め
に
人
口
増
加
計
画
が
必
要
で
 

あ
る
。
 

又
、
こ
の
数
年
間
に
道
路
の
改
良
を
 

行
っ
て
い
る
の
で
道
路
、
橋
梁
の
再
調
 

査
を
お
こ
な
い
、
交
付
税
の
増
額
を
は
 

か
る
べ
き
で
あ
る
。
特
別
交
付
税
は
、
 

特
殊
事
情
の
あ
る
地
方
公
共
団
体
に
交
 

付
さ
れ
、
国
に
お
い
て
は
産
炭
地
域
特
 

つ
 

殊
事
情
を
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
で
、
 

産
炭
地
域
の
特
殊
事
情
を
国
に
強
く
ア
 

ピ
ー
ル
し
、
特
別
交
付
税
の
増
額
運
動
 

を
、
よ
り
強
く
進
め
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
 

る。 
な
お
、
地
方
交
付
税
の
交
付
比
率
を
 

四
〇
％
に
引
き
上
げ
る
よ
う
強
力
に
運
 

動
す
べ
き
で
あ
る
。
 

手
 
数
 
料
 

手
数
料
は
、
昭
和
三
十
年
に
改
正
し
 

て
、
こ
の
二
十
年
間
増
加
改
正
し
て
い
 

な
い
の
で
現
行
五
十
円
を
百
円
に
改
正
 

す
べ
き
で
あ
る
。
‘
 

使
 
用
 
料
 

一
般
の
使
用
料
に
つ
い
て
も
、
手
数
 

料
と
同
じ
く
二
十
年
間
改
正
し
て
い
な
 

い
の
で
、
同
様
に
改
正
す
べ
き
で
あ
 

る。 

国
、
県
支
出
金
 

国
、
県
補
助
金
を
受
け
て
行
っ
た
事
 

業
に
は
、
必
ず
義
務
負
担
が
伴
な
う
の
 

で
、
そ
の
事
業
の
適
否
を
十
分
検
討
し
 

て
進
め
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
。
補
助
単
 

価
の
引
上
げ
運
動
も
必
要
で
あ
る
が
、
 

補
助
率
の
引
上
げ
を
同
時
に
進
め
て
、
 

法
の
改
正
を
要
請
す
べ
き
で
あ
る
。
 

財
産
収
入
 

昭
和
五
十
年
度
に
お
け
る
赤
池
町
工
 

場
団
地
用
地
売
却
の
計
画
は
赤
字
解
消
 

の
目
的
で
あ
る
以
上
、
止
む
を
得
な
い
 

が
普
通
財
産
を
売
却
す
る
と
き
は
、
適
 

正
な
価
格
に
よ
り
売
却
す
る
よ
う
に
す
 

べ
き
で
あ
る
。
 

そ
 
の
 
他
 

町
税
の
事
項
で
の
べ
た
よ
う
に
、
税
 

の
収
入
増
は
現
段
階
で
は
望
め
な
い
の
 

で
他
に
収
入
財
源
を
求
め
る
必
要
が
あ
 

る
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
収
益
金
の
均
て
ん
化
一
 

、

ー

．

 

・

ー

 

配
分
の
要
請
を
す
る
こ
と
、
工
場
誘
致
 

を
行
っ
て
税
収
入
の
増
加
を
は
か
る
こ
 

と
。
民
間
企
業
に
よ
る
住
宅
政
策
を
進
 

め
て
人
口
増
を
は
か
り
、
そ
れ
に
よ
る
 

財
源
を
求
め
る
こ
と
、
等
を
考
え
る
必
 

要
が
あ
る
。
 

一
ー
役
場
 
の
 

一 

】I
~
I
人
 
事

移

動

 

一 

八
月
二
日
付
で
課
長
級
、
係
長
級
以
 

下
の
人
事
異
動
が
次
の
よ
う
に
行
な
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

ま
た
民
生
課
が
福
祉
同
和
課
と
住
民
 

課
に
分
か
れ
、
新
ら
し
く
福
祉
同
和
課
 

と
住
民
課
が
発
足
し
ま
し
た
。
 

《
課
長
級
》
 

福
祉
同
和
課
也
日
野
喜
美
男
（
企
画
室
 

長
補
佐
）
、
住
民
課
長
 
長
谷
川
久
丸
 

（
教
育
委
員
会
事
務
長
）
、
教
育
委
員
 

会
事
務
長
 
松
尾
重
男
（
民
生
課
長
）
 

《
係
長
級
》
 

総
務
課
庶
務
係
長
 
池
田
務
（
総
務
課
 

文
書
広
報
係
長
）
、
総
務
課
財
政
係
長
 

立
花
数
広
（
総
務
課
庶
務
係
長
）
、
企
 

画
室
企
画
開
発
鉱
害
係
長
藤
村
友
也
 

（
総
務
課
財
政
係
長
）
企
画
室
国
土
調
 

査
係
長
 
市
川
則
孝
（
産
業
振
興
課
国
 

土
調
査
係
長
）
、
税
務
課
徴
収
係
長
 

荒
牧
嘉
之
（
民
生
課
社
会
係
）
、
住
民
 

課
衛
生
国
保
係
長
 
安
永
正
和
（
税
務
 

課
徴
収
係
長
）
、
福
祉
同
和
課
同
和
係
 

長
藤
野
八
郎
（
老
人
ホ
ー
ム
係
長
）
、
 

福
祉
同
和
課
福
祉
係
長
 

太
田
勝
正
 

（
民
生
課
社
会
係
長
）
、
産
業
振
興
課
 

農
業
委
員
会
係
長
 
木
月
明
（
税
務
課
 

賦
課
係
）
‘
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係
 

長
 
山
末
直
美
（
民
生
課
衛
生
国
保
係
 

長
）
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
長
 

赤 池 町 機 構 図 

議
会
事
務
局
 

小
松
美
代
子
（
産
業
振
興
課
農
業
委
員
 

会
係
長
）
 

( 
）
内
は
前
職
名
で
す
。
 

収

入

役

室

 

企 

画 

室 

総 

務 

課 

税 

務 

課 

住 

民 

課 

福
祉
同
和
課
 

産
業
振
興
課
 

建 

設 

課 

水 

道 

課 

教
育
委
員
会
 

町

立

病

院

 

老
人
ホ
ー
ム
 

監
査
委
員
 

選
挙
管
理
委
員
会
 

農
業
委
員
会
 

給
食
セ
ン
タ
 、J 

係
 

係
 

社
会
教
育
係
 

学
校
教
育
係
 

工
 

務
 
係
 

血呂 

業
 
係
 

労
 
働
 
係
 

建
 
築
 
係
 

土
 
木
 
係
 

商
エ
振
興
係
 

農
 
政
 
係
 

福
 
祉
 
係
 

同
 
和
 
係
 

衛
生
国
保
係
 

戸
籍
住
民
係
 

徴
 
収
 
係
 

賦
 

課
 
係
 

財
 
政
 
係
 

文
書
広
報
係
 

消
 
防
 
係
 

庶
 
務
 
係
 

国
土
調
査
係
 

鉱
 
害
 
係
 

企
画
開
発
係
 

会
 
計
 
係
 

係
 

I 

昭和51年9月1日 け
 

い
 

か
 

地
籍
調
査
市
場
地
区
 

地

籍

調

査

 

市
場
地
区
一
部
終
る
ノ
・
 

昭
和
五
十
年
度
ょ
り
市
場
地
区
よ
り
 

地
籍
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
 
一
部
 

地
域
だ
け
終
り
、
‘
（
昭
和
五
十
一
年
度
は
 

予
算
の
関
係
上
、
調
査
は
一
時
中
止
し
 

て
い
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
様
の
御
協
 

力
と
御
理
解
を
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

調
査
済
区
域
の
字
名
 

大
字
市
場
字
塚
本
の
一
部
 

昭和50年度地籍調査実施前後の地目別筆数 

（台帳面積632, 976.73mg 実施面積1,060,000. OO房) 

実施前 563筆 

一
部
終
る
万
】
 

大
字
市
場
字
宮
の
前
 
字
切
寄
 

字
上
の
段
 
大
字
市
場
字
市
津
前
田
の
 

一
部
 

字
反
波
ケ
浦
 
丹
波
ケ
浦
 

字
飛
石
 
字
寺
ケ
浦
 
字
野
間
口
 

字
波
ケ
浦
 
字
古
屋
敷
 
字
辻
ケ
園
 

字
香
振
 
字
満
世
町
 
字
猪
ケ
坂
 

宇
橋
ノ
下
 
字
伊
ノ
坂
 
字
山
ノ
内
 

字
屋
持
 
字
瑠
璃
光
山
 
字
兎
塚
 

字
熊
本
 
字
増
財
 
字
雨
ケ
浦
 
字
片
 

峯
 
字
シ
カ
エ
の
一
部
 
字
六
郎
坊
 

字
庄
界
の
一
部
 
字
草
場
の
宮
の
前
 

以
上
が
調
査
を
終
了
し
た
所
で
す
。
 

※
 
そ
の
他
は
墓
地
9
筆
 
境
内
地
2
筆
 
溜
池
 15 

筆
 
公
衆
用
道
路
9
筆
 
雑
種
地
8
筆
 
鉄
道
用
地
 

ー
筆
 
を
表
わ
す
。
 

実施後 436筆 

その他45筆 

(11%) 土地台帳による赤池町全体面積 

1 1,973筆15,319, 120.63ne（土地改良区を除く） 

地籍調査計画面積G3,870, 000.叩m ) 
、 

※
 
そ
の
他
は
溜
池
 10 

筆
 
雑
種
地
5
筆
 
境
内
地
2
筆
 

墓
地
8
筆
 
池
沼
ー
筆
 
公
衆
用
道
路
 28 

筆
 
鉄
道
用
 

地
ー
筆
を
表
わ
す
。
 

尚
、
公
衆
用
道
路
及
び
鉄
道
用
地
は
現
地
確
認
不
能
で
 

あ
る
。
 

P
り
 

ー
 

．・’、．．・”，,J“、．，”・． 

田 3.814筆 

2.949.657 .37n 

(20%) 

※ その他は川敷 学校用地 雑種地 社地 

墓地 境内地 神社 神社敷地 公衆用道路 

石塚 池沼 水道用地 用悪水路 寺院敷地 

堤防敷 鉄道用地を表わす。 

台風に よ る 

災害に 

備えま し よ う 
,.'’、，・”・．J‘、．・・ 、い”・．．・’、．J''”・ー・”’’、‘J'%，・” 

福
岡
管
区
気
象
台
が
発
表
し
た
長
期
 

予
報
に
よ
る
と
、
本
年
の
台
風
の
発
生
 

数
は
平
年
並
（
二
十
八
個
）
で
九
州
に
 

上
陸
又
は
接
近
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
台
 

風
は
三
個
ぐ
ら
い
の
見
込
み
で
あ
る
。
 

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
 

て
、
台
風
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
 

め
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
て
 

I 

下
さ
い
。
 

台
風
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
 

に
は
平
素
か
ら
心
が
ま
え
と
準
備
が
必
 

要
で
あ
る
。
 

＠
 
雨
や
風
で
被
害
を
受
け
や
す
い
 

家
や
へ
い
な
ど
は
し
っ
か
り
補
強
し
て
 

お
い
て
下
さ
い
。
 

＠
 
雨
戸
や
窓
ガ
ラ
ス
に
は
 
「
サ
 

ン
」
や
「
ベ
ニ
ヤ
板
、
テ
ー
プ
」
な
ど
 

で
し
っ
か
り
補
強
し
て
お
い
て
下
さ
 

い。 
⑥
一
屋
根
が
わ
ら
の
ズ
レ
や
弱
い
と
 

こ
ろ
は
針
金
で
し
ば
っ
た
り
、
ト
タ
ン
 

屋
根
の
弱
い
と
こ
ろ
は
釘
を
打
つ
な
ど
 

し
て
補
強
し
て
お
く
よ
う
に
し
て
下
さ
 

い。 
⑥
 
排
水
溝
や
石
垣
パ
ガ
ケ
）
な
ど
 

の
点
検
を
行
な
い
、
危
険
と
思
わ
れ
る
 

と
こ
ろ
は
早
め
に
修
理
整
備
を
し
て
お
 

い
て
下
さ
い
。
 

＠
 
停
電
や
避
難
に
備
え
、
懐
中
電
 

灯
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
、
医
薬
 

品
、
着
替
え
．
貴
重
品
な
ど
早
目
に
準
 

備
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
 

台
風
が
近
づ
い
た
と
き
は
、
テ
レ
ビ
 

ラ
ジ
オ
で
発
表
さ
れ
る
台
風
情
報
を
よ
 

く
聞
き
、
早
め
に
戸
締
り
、
火
の
元
、
 

ガ
ス
の
元
栓
、
電
気
の
ス
イ
ツ
チ
な
ど
 

の
確
認
や
避
難
の
準
備
を
す
る
よ
う
に
 

し
て
下
さ
い
。
 

＠
 
特
に
、
病
人
、
老
人
、
婦
女
子
 

子
ど
も
な
ど
は
早
め
に
避
難
さ
せ
る
。
 

@
‘
避
難
時
の
服
装
は
な
る
べ
く
身
 

軽
に
し
、
素
膚
の
部
分
を
少
く
な
す
る
 

＠
 
切
れ
た
り
、
垂
れ
下
っ
だ
電
線
 

に
は
絶
対
に
触
れ
な
い
こ
と
．
 



(5） 第164 号 広’報 あ か い け 昭和51年9月1日 （4) け
 

第164号 

学
 
校
 
給
 
食
 
の
 
あ
 
ゆ
 
み
 
口
 

戦
 
後
 

の
 

学
 
校
 
給
 
食
 

昭
和
ニ
十
年
八
月
十
五
日
、
無
条
件
 

降
伏
に
よ
っ
て
太
平
洋
戦
争
は
終
り
、
 

そ
こ
に
は
廃
虚
と
化
し
た
学
校
が
あ
り
 

飢
餓
に
も
近
い
空
腹
が
待
ち
受
け
て
正
 

常
な
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
 

ん
ど
不
可
能
な
状
態
で
し
た
。
 

終
戦
の
翌
二
十
一
年
初
頭
、
我
が
国
 

の
教
育
制
度
再
建
の
た
め
来
日
し
た
第
 

一
次
米
国
教
育
使
節
団
は
、
そ
の
報
告
 

書
の
中
で
学
童
の
栄
養
問
題
を
指
摘
、
 

こ
れ
が
文
部
省
当
局
の
学
校
給
食
再
開
 

の
意
欲
を
盛
り
上
げ
る
力
と
な
り
、
し
 

か
も
、
そ
の
年
の
夏
、
学
童
の
栄
養
状
 

態
が
最
も
悪
化
し
た
時
に
、
ア
ン
ラ
 

（
国
際
連
合
救
済
復
興
機
関
）
の
代
表
 

者
、
元
米
国
大
統
領
フ
ー
バ
ー
氏
が
来
 

日
し
、
学
童
の
栄
養
失
調
に
驚
き
、
連
 

合
軍
総
司
令
部
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
に
 

学
校
給
食
の
す
み
や
か
な
る
開
始
を
進
 

言
こ
の
進
言
が
学
校
給
食
再
開
の
導
火
 

線
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
同
年
十
月
十
四
 

日
、
総
司
令
部
の
公
衆
衛
生
福
祉
部
長
 

サ
ム
ス
大
佐
か
ら
学
校
給
食
実
施
に
つ
 

い
て
援
助
の
申
出
が
あ
り
、
関
係
各
省
 

協
議
の
結
果
、
十
二
月
十
一
日
文
部
、
 

厚
生
、
農
林
、
三
省
次
官
通
達
「
学
校
 

給
食
の
普
及
奨
励
に
つ
い
て
」
が
、
各
 

地
方
長
官
あ
て
に
発
せ
ら
れ
、
新
し
い
 

学
校
給
食
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

こ
の
通
達
の
中
で
特
に
注
目
に
値
い
 

す
る
の
は
こ
の
再
開
学
校
給
食
が
「
国
 

・ 〕 

民
学
校
の
全
児
童
（
教
員
を
含
む
）
を
 

対
象
と
す
る
。
但
し
、
実
施
し
得
る
学
 

校
よ
り
漸
次
開
始
す
る
。
」
と
あ
り
、
 

こ
の
学
校
給
食
は
、
飢
餓
救
済
、
栄
養
 

失
調
解
消
を
目
的
と
し
て
開
始
さ
れ
た
 

こ
と
は
事
実
で
あ
り
ま
す
が
、
出
発
の
 

当
初
か
ら
全
国
の
全
児
童
を
そ
の
対
象
 

と
し
て
考
え
て
あ
り
、
こ
の
点
戦
前
の
 

学
校
給
食
が
一
部
の
児
童
し
か
そ
の
対
 

象
と
し
て
考
え
な
か
っ
た
こ
と
を
思
え
 

ば
大
き
な
進
歩
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
 

さ
れ
ま
す
。
 

と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
に
し
て
直
ち
 

に
給
食
実
施
に
必
要
な
物
資
（
脱
脂
粉
 

乳
、
か
ん
づ
め
等
）
が
連
合
軍
、
ラ
ラ
 

委
員
会
、
ュ
ニ
セ
フ
等
か
ら
贈
与
さ
れ
 

る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
二
十
二
年
一
月
 

か
ら
本
格
的
に
実
施
に
移
さ
れ
ま
し
 

た。 昭
和
二
十
二
年
に
は
、
約
四
百
十
四
 

万
人
、
二
十
三
年
に
は
、
六
百
三
十
万
 

人
、
二
十
四
年
七
百
二
十
万
人
と
著
し
 

く
普
及
す
る
と
同
時
に
、
食
事
内
容
面
 

の
充
実
向
上
も
望
ま
れ
、
完
全
給
食
実
 

施
の
気
運
を
揚
げ
、
昭
和
二
十
五
年
七
 

月
、
米
国
贈
与
の
小
麦
粉
に
よ
っ
て
、
 

ま
ず
大
都
市
の
八
千
八
百
五
十
校
、
約
 

百
三
十
万
人
に
対
し
て
待
望
の
完
全
給
 

食
実
施
が
な
さ
れ
、
翌
二
十
六
年
二
月
 

に
は
、
全
国
の
市
部
を
そ
の
対
象
と
す
 

る
こ
と
と
な
り
、
更
に
二
十
七
年
四
月
 

、

ー

ノ

 

に
い
た
っ
て
、
全
国
す
べ
て
の
小
学
校
 

児
童
を
そ
の
対
象
範
囲
に
入
れ
る
こ
と
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
こ
の
間
、
学
校
給
食
は
ひ
と
 

つ
の
大
き
な
危
機
に
見
舞
わ
れ
ま
し
 

た。 

そ
れ
は
給
食
用
物
資
の
財
源
と
な
 

っ
て
い
た
ガ
リ
オ
ァ
資
金
が
昭
和
二
十
 

六
年
六
月
末
で
打
ち
切
ら
れ
、
ま
た
、
 

ニ
十
五
年
完
全
給
食
開
始
当
初
か
ら
無
 

償
で
贈
与
さ
れ
て
い
た
小
麦
粉
及
び
」
」
 

十
四
年
以
来
無
償
だ
っ
た
脱
脂
粉
乳
は
．
 

す
べ
て
有
償
に
切
り
か
え
ら
れ
る
こ
と
 

に
な
っ
た
の
で
す
。
 

こ
れ
ま
で
お
か
ず
代
だ
け
だ
っ
た
父
 

兄
負
担
の
給
食
費
は
こ
‘
の
結
果
大
幅
な
 

値
上
が
り
を
も
た
ら
し
、
そ
の
た
め
給
 

食
を
中
止
す
る
の
も
や
む
を
得
な
い
と
 

す
る
事
態
ま
で
に
な
り
ま
し
た
が
、
昭
 

和
二
十
六
年
下
半
期
は
か
ろ
、
フ
じ
て
補
 

正
予
算
を
組
み
、
継
続
実
施
す
る
こ
と
 

と
な
り
ま
し
た
が
、
二
十
七
年
度
予
算
 

で
は
こ
の
補
助
額
を
大
幅
に
減
額
、
脱
 

脂
粉
乳
の
国
庫
補
助
中
止
、
小
麦
紛
は
 

原
麦
代
金
の
半
額
補
助
を
決
定
、
こ
れ
 

に
よ
っ
て
給
食
費
は
一
挙
に
大
幅
な
値
 

上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
 

二
十
六
年
五
月
、
約
一
万
一
千
校
、
 

八
百
万
人
の
実
施
数
が
八
千
校
六
百
三
 

十
万
人
と
大
き
く
減
少
し
た
の
で
あ
り
 

ま
す
。
 

（つ 

づ
 

く） 

秋 の 交 通 安 全 運 動 ／ 一
 
一
 

一
 

秋
の
交
通
安
全
運
動
 

が
九
月
二
十
一
日
か
ら
 

九
月
三
十
日
ま
で
県
民
 

総
ぐ
る
み
の
運
動
と
し
 

て
展
開
さ
れ
る
。
 

こ
の
運
動
で
は
 

◇
歩
行
者
、
特
に
子
ど
 

も
と
お
年
よ
り
の
事
 

故
防
止
。
 

◇
自
転
車
利
用
者
の
事
 

故
防
止
。
 

◇
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
 

の
推
進
。
 

を
重
点
目
標
に
掲
げ
、
 

歩
行
者
、
運
転
者
な
ど
 

に
交
通
安
全
思
想
の
周
 

知
徹
底
を
図
り
、
正
し
 

い
交
通
ル
ー
ル
の
実
践
 

を
習
慣
づ
け
る
な
ど
、
 

交
通
事
故
を
防
止
す
る
 

た
め
に
行
う
。
 

，
キ
ヤ
ッ
チ
フ
レ
ー
 

ズI 

「
子
ど
も
と
お
と
し
よ
 

り
を
交
通
事
故
か
ら
守
 

ろ
う
」
 

「
危
な
い
と
子
を
し
か
 

る
よ
り
手
を
ひ
こ
う
」
 

無
縁
墳
墓
に
つ
い
て
 

次
表
の
者
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
期
日
 

ま
で
に
届
出
て
下
さ
い
 

◇
墓
地
の
所
在
地
 
埼
玉
県
三
郷
而
小
 

谷
堀
新
大
場
川
添
一
七
八
番
地
 

◇
届
出
期
限
九
月
三
十
日
ま
で
 

◇
屈
出
先
 
埼
玉
県
三
郷
市
衛
生
課
 

T
E
L
 

〇
四
八
九
ー
五
ニ
ー
二
一
 

一
 

一
 

一
 

・・ 

◇
無
縁
霊
体
 
下
表
の
と
お
り
 

) 

無
縁
霊
体
調
査
表
 

秘
 
法
 

名
 

壕
院
肥
 

ー
 
智

性

童

子

 文
政
3

,4

,7 

2
 
覚
応
性
須
信
士
 

ク
 
11 

.5

. 27 

3
 
覚
秀
妙
寿
信
女
 
嘉
永
3

.5

.4 

3231 30292827262524232221 20 19 18 (7 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 
寒
空
連
徳
信
士
 

3
,5

, 13 

恵

誉

法

師

 

不
 

明
 

離

縁

法

師

 延
亭
4

・ 10 

. 15 

中

悠

門

法

師

 
元
緑
 10 

' 11 

. 11 

法

印

尊

英

 寛
保
2

.2

. 14 

法

慈

信

女

 文
化
 

ー． 
21 

法

円

童

女

 寛
永
 

8
. 19 

柳

山

道

智

心

 
正
徳
2

．ー． 
28 

全

冬

成

果

 元
緑
8

. 10 

.6 

暁

月

恵

光

尼

 
寛
保
元
．
6

, 21 

葉
 
散

道

 保
 
元
緑
6

.6

. 23 

法
樹
覚
心
信
士
 
天
明
2
 
12 

. 25 

梅
香
妙
安
信
女
 
昭
和
2

,2

.6 

浄
心
永
和
・
・
 

亭
和
2

．ー． 
16 

立

実

国

光

尼

 
正
徳
元
年
・
・
 

春
月
妙
円
信
女
 
亭
和
2

.1

. 17 

観
蓮
道
智
信
士
 
寛
政
9

,7

.6 

春
誉
妙
光
信
女
 
安
永
 

ー． 
19 

直
宝
浄
蓮
信
女
 
天
明
5

.7

.5 

法
覚
浄
光
信
士
 
元
緑
7

・ー， 
17 

妙

信

禅

定

尼

 
延
宝
6

.2

. 17 

定
誉
正
蓮
信
士
 
宝
歴
3

. 

清
誉
法
詠
信
女
 
亭
保
 15 

. 

覚
法
禅
蓮
信
士
 
元
文
3

.4

. 21 

甚

山

禅

定

門

 
享
保
4

.6

. 21 

春

月

童

女

 

5

4

 

定

直

童

女

 

6
．ー． 
22 

法
覚
浄
光
信
士
 
宝
永
4

.2

. 16 

法
 
心

法

子

 天
保
7

.9

.4 

以
 

上
 

昭和51年9月1日 か い け 、
 あ

 
報
 

広
 

わたしたちの手で 

～明 る し、 

住みよ い 

町づ く り ～ 

上
の
原
十
支
所
の
子
ど
も
た
ち
四
年
 

生
以
上
中
学
二
年
生
ま
で
の
男
女
子
ど
 

1 

一

 

お
 
知
 
ら
せ
 

福
岡
県
職
員
採
用
試
験
 

県
人
事
委
員
会
で
は
県
職
員
の
採
用
 

試
験
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。
 

も
た
ち
二
十
二
名
（
会
長
、
長
野
康
弘
）
 

は
毎
週
土
曜
日
午
後
八
時
か
ら
十
支
所
 

町
内
を
「
火
の
用
心
」
と
い
い
な
が
ら
 

町
内
の
防
犯
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。
 （上の原10支所の子供たち） 

▽
試
験
の
種
類
 

上
級
、
中
級
、
初
級
 

▽
試
験
日
 

第
一
次
試
験
 
＋
月
十
七
日
（
日
）
 

九
時
ー
十
五
時
ま
で
 

第
二
次
試
験
 
十
一
月
中
旬
 

（
第
一
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
 

す） 

▽
受
付
期
間
 

九
月
二
十
日
 
（
月
）
ま
で
。
郵
送
の
 

場
合
は
九
月
十
八
日
ま
で
の
消
印
の
 

あ
る
も
の
。
 

▽
申
込
み
、
問
合
せ
は
 

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
 

電
 
話
 

〇
九
ニ
ー
二
九
一
ー
三
〇
六
七
番
 

福
岡
県
警
察
官
の
募
集
 

高
校
卒
（
短
大
卒
を
含
む
）
を
対
象
 

と
す
る
警
察
採
用
試
験
が
＋
月
に
実
施
 

さ
れ
ま
す
。
 

▽
採
用
予
定
人
員
 
約
八
十
五
名
 

▽
試
験
日
 

第
一
次
試
験
 

＋
月
三
十
一
日
（
日
）
 

第
ニ
次
試
験
 
十
一
月
下
旬
 

▽
受
付
期
間
 

九
月
二
十
一
日
ー
十
月
二
十
日
ま
で
 

（
注
）
郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
十
月
一
一
 

十
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
。
 

▽
間
合
せ
 

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
試
験
係
 

電
 
話
 

〇
九
ニ
ー
七
四
一
ー
ニ
二
三
一
番
 

職

業

訓

練

生

の

募

集

 

直
方
専
修
職
業
訓
練
校
で
は
、
次
の
 

と
お
り
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
訓
練
職
種
 

金
属
プ
レ
ス
科
 
三
十
名
 

定
時
熔
接
科
 

三
十
名
 

訓
練
期
間
は
六
ケ
月
間
 

十
七
時
三
十
分
ー
二
十
時
三
十
分
 

▽
募
集
期
間
 

九
月
十
七
日
（
金
）
ま
で
 

（
定
時
熔
接
は
九
月
三
十
日
）
 

▽
申
込
み
、
問
合
せ
は
 

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
 

※
授
業
料
は
無
料
 

危
険
物
取
扱
者
の
保
安
講
習
 

例
年
福
岡
県
が
実
施
し
て
い
る
危
険
 

物
取
扱
者
に
対
す
る
講
習
が
次
の
よ
う
 

に
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

▽
講
習
日
時
・
場
所
 

の
九
月
二
十
九
日
（
水
）
＋
時
ー
十
 

ーハ時 

福
岡
市
勤
労
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
 

同
十
月
十
二
日
ー
十
五
日
 
十
時
ー
 

十
六
時
 
九
州
歯
科
大
学
 

（
注
）
い
ず
れ
か
一
日
受
講
す
れ
ば
 

よ
い
。
 

▽
受
付
日
時
、
場
所
 

の
九
月
六
日
ー
九
月
九
日
 
県
消
防
 

災
害
課
 

同
九
月
十
三
日
2
九
月
十
四
日
 

北
九
州
市
消
防
局
 

郵
便
に
よ
る
受
付
は
九
月
十
四
日
 

ま
で
 

▽
申
込
み
、
問
合
せ
 

田
川
地
区
消
防
本
部
内
予
防
課
 

電
話
 
④
〇
六
五
〇
 

統
計
標
語
の
募
集
 

十
月
十
八
日
は
 
「
統
計
の
日
」
 
で
 

す
。
次
の
要
領
で
統
計
標
語
を
募
集
し
 

ま
す
。
 

▽
応
募
要
領
 
統
計
の
重
要
性
を
表
現
 

し
た
も
の
で
、
み
ん
な
に
親
し
ま
れ
 

る
も
の
。
 

▽
応
募
期
限
 
九
月
十
五
日
 

▽
応
募
方
法
 
官
製
ハ
ガ
キ
に
一
枚
一
 

点
（
住
所
 
氏
名
 
年
令
明
記
）
 

▽
あ
て
先
 
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
 

目
一
ー
一
 

福
岡
県
企
画
開
発
部
調
 

査
統
計
課
（
●
八
一
〇
）
 

▽
賞
金
等
 
入
選
】
席
 

一
点
 

二
万
 

円
、
二
席
 
二
点
 

一
万
円
、
」
肩
 

三
点
 
五
千
円
、
佳
作
若
干
記
念
品
 

▽
入
選
発
表
 
十
月
十
八
日
、
別
途
本
 

人
あ
て
通
知
す
る
。
 

道
路
反
射
鏡
を
 

大
切
に
し
ま
し
よ
う
 

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
道
路
の
危
 

険
な
交
差
個
所
、
曲
り
角
等
に
道
路
反
 

射
鏡
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
 

こ
の
人
命
を
守
る
役
割
り
を
担
っ
て
い
 

る
道
路
反
射
鏡
々
面
が
以
外
に
も
投
石
 

に
よ
っ
て
破
損
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
 

連
続
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

住
民
の
皆
様
、
道
路
反
射
鏡
も
町
内
 

住
民
全
体
の
財
産
で
、
公
共
物
で
す
の
 

で
、
投
石
な
ど
せ
ず
、
ま
た
さ
せ
ず
、
 

み
ん
な
で
大
切
に
し
ま
し
よ
う
。
 

バ
ト
ミ
ン
ト
・
ノ
 

愛
好
者
募
集
／
 

健
康
と
美
容
を
兼
ね
た
バ
ト
ミ
ン
ト
 

ン
を
楽
し
み
ま
し
よ
う
。
 

な
お
男
女
年
令
は
問
い
ま
せ
ん
。
 

連
絡
先
 
県
営
伏
原
ニ
十
一
号
 

大
村
 

寛
 

電
話
四
一
ニ
九
番
 

・し 
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い
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

郷

土

の

昔

ば

な

し

 

い
 
ろ
 
い
 
ろ
 

，
さ
な
ぼ
り
I
 

こ
こ
に
は
昔
，
さ
な
ぼ
り
・
と
い
う
 

行
事
が
あ
り
、
こ
れ
は
男
女
が
水
を
か
 

け
あ
い
こ
を
す
る
こ
と
で
、
と
く
に
男
 

は
女
、
女
は
男
の
好
き
な
人
に
よ
く
か
 

け
た
も
の
で
、
だ
い
た
い
女
の
方
が
逃
 

げ
て
、
男
が
後
を
追
い
か
け
る
方
で
し
 

た。 

こ
の
水
か
け
方
法
に
は
色
々
あ
っ
 

た
が
、
バ
ケ
ツ
を
ー
つ
さ
げ
て
水
鉄
砲
 

を
も
っ
て
女
に
水
を
か
け
、
親
か
ら
よ
 

く
し
か
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
初
よ
め
じ
よ
 

に
よ
く
か
け
て
い
た
も
の
で
、
い
い
着
 

物
を
着
て
い
る
と
な
を
水
を
か
け
ら
れ
 

る
の
で
、
い
い
着
物
を
着
て
外
へ
は
出
 

ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
ど
ろ
水
を
か
 

け
、
女
を
み
れ
ば
水
を
か
け
る
も
の
だ
 

か
ら
、
こ
の
行
事
は
女
に
は
と
て
も
迷
 

惑
な
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
女
も
い
い
 

】
上
野
一
 

男
を
見
か
け
る
と
男
に
水
を
か
け
て
い
 

た
の
で
お
互
い
さ
ま
で
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
水
を
か
け
る
行
事
が
今
 

だ
っ
た
ら
大
変
で
し
ょ
う
。
今
の
女
性
 

上
位
時
代
で
は
、
男
は
い
つ
も
こ
の
時
 

期
が
く
る
と
犠
牲
者
が
出
る
か
も
 

余
談
は
 

と
も
か
く
 

こ
の
頃
は
 

役
場
か
ら
 

（なα 

「
今
日
は
 

，
さ
な
ぼ
 

りI

を
し
 

よ
う
」
と
ふ
れ
て
き
て
い
た
．
そ
の
日
一
 

は
村
中
全
部
よ
こ
い
（
休
み
）
 
で
し
 

た。 
，
さ
な
ぽ
り
I

と
い
う
の
は
田
を
植
 

え
て
し
ま
っ
て
、
そ
れ
か
ら
や
っ
た
も
 

の
で
、
水
あ
で
さ
ん
に
責
任
を
ま
か
せ
 

区
篇
打
 

（
綴
聾
 

る
と
い
う
こ
の
期
間
が
，
さ
な
ぼ
り
I
 

か
ら
九
月
の
彼
岸
ま
で
と
な
っ
て
い
 

た。 今
で
は
I
さ
な
ぼ
り
I

が
な
く
な
っ
 

た
の
で
、
水
あ
て
は
七
月
一
日
に
し
て
 

い
る
。
た
い
が
い
，
さ
な
ぼ
り
I

は
七
 

月
「
日
頃
で
し
た
か
ら
ね
。
 

現
在
で
は
I
さ
な
ぽ
り
ク
と
い
っ
た
 

ら
．
田
植
え
が
す
ん
だ
ら
今
晩
」
杯
の
 

も
う
と
い
う
よ
う
な
解
釈
を
し
て
い
 

る。 そ
れ
と
い
う
の
も
、
よ
め
さ
ん
に
水
 

を
か
け
る
と
い
う
の
は
、
田
植
え
が
す
 

ん
だ
ら
親
元
に
帰
っ
て
安
気
に
休
ま
せ
 

よ
う
と
い
う
意
味
で
、
又
無
事
に
田
植
 

え
が
す
ん
だ
と
い
う
祝
い
の
意
味
で
水
 

を
か
け
る
の
で
し
よ
う
。
こ
れ
が
ほ
ん
 

と
の
水
祝
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
…
：
。
 

つ
 

づ
 

く
 

ち
よ
っ
と
ひ
と
こ
と
 

マ
ョ
ネ
ー
ズ
の
保
存
 

サ
ラ
ダ
と
い
え
ば
、
マ
ョ
ネ
ー
ズ
。
 

お
た
く
の
食
卓
に
も
マ
ョ
ネ
ー
ズ
が
常
 

連
と
し
て
登
場
し
て
い
る
こ
と
で
し
よ
 

・つ。 
マ
ョ
ネ
ー
ズ
は
い
つ
ま
で
置
い
て
も
 

絶
対
に
悪
く
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

し
か
し
、
マ
ョ
ネ
ー
ズ
は
非
常
に
酸
 

化
し
ゃ
す
い
食
品
な
の
で
、
家
族
数
や
 

利
用
度
を
考
え
て
あ
ま
り
大
瓶
は
買
わ
 

ず
、
小
さ
な
容
器
の
も
の
を
そ
の
つ
ど
 

買
う
の
が
賢
い
方
法
で
す
。
 

エンぜルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1 現在発行されている郵便切手、ー枚の最 

高ねだんは？ 

囚L000円 （瑚,500円 回2, 000円 

2 一般に使われている体温割、赤い数字で 

しるされているその度数とは？ 

囚35度 同37度 回39度 

3 ウサギとカメ。はてさて、なんという童 

話に出てくる？ -

囚イソップ 同グリム (C)アンデルセン 

4 カリフラワーは、次の 

どの部分をー般にたべて 

いる？ ’ 

囚葉(B）果実(C)っぽみ 

日本国憲法は全部で何 

条からできている？ 

囚93条同103条（c) 113条 

〔応募の要領〕 

主解のABCいづれかの 

記号を官製ハガキに記入の 

うえ、9月18日までに赤池 

町役場総務課文書広報ェン 

ゼルクィズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明 

記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に 

記念品を贈ります。 

お
 
知
 
ら
 
せ
 

一 

レ例 問題l B 

問題2 A 

問題3 C 

「
広
報
あ
か
い
け
」
本
月
号
よ
り
、
毎
月
ク
イ
ズ
を
載
 

し
ま
す
の
で
、
総
務
課
文
書
広
報
係
ま
で
、
ふ
る
つ
て
回
 

答
を
お
送
り
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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一
 
一
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く

ら

し

の

 

一豆 

辞
 
典
 

※
 
唇
の
ま
わ
 

り
を
た
た
い
て
 

得
ら
れ
る
四
つ
 

の
効
果
ノ
・
 

指
は
ニ
本
で
 

も
三
本
で
も
い
 

い
し
、
片
手
両
 

手
を
問
い
ま
せ
ん
。
 

と
に
か
く
指
先
で
唇
の
ま
わ
り
を
軽
 

く
た
た
け
ば
い
い
。
一
度
に
五
十
回
ぐ
 

ら
い
、
い
つ
と
は
な
く
、
思
い
出
し
た
 

と
き
に
た
た
い
て
み
よ
う
。
 

た
た
か
れ
る
唇
の
ま
わ
り
は
、
そ
の
 

下
に
歯
ぐ
き
が
あ
り
、
そ
こ
が
刺
激
さ
 

れ
る
と
だ
液
が
出
る
か
ら
胃
の
働
き
が
 

活
発
に
な
り
ま
す
。
 

こ
れ
が
第
一
の
効
果
。
 

次
に
歯
ぐ
き
が
丈
夫
に
な
っ
て
虫
歯
 

の
予
防
に
な
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
歯
槽
膿
漏
の
人
に
は
、
そ
の
 

治
療
に
な
り
ま
す
。
 

第
四
は
女
性
向
き
で
、
唇
の
荒
れ
が
 

な
お
り
ま
す
。
 

昼
間
、
寒
い
風
に
さ
ら
さ
れ
て
、
唇
 

が
荒
れ
た
よ
う
な
と
き
に
は
、
寝
る
前
 

に
た
た
い
て
お
く
と
、
朝
に
は
す
っ
き
 

り
し
て
、
ロ
紅
の
の
り
の
悪
さ
に
泣
か
 

さ
れ
な
い
で
す
み
ま
す
。
 


